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はじめに

筆者はヒトとカメとの民俗事象を収集するために歴史資料を渉猟している．今回，江戸時代後期を生き

た人々が記述した歴史資料を中心にクサガメ情報の集成を試みた．なお，橋口（2007）の試算によれば我

が国の有史以来，江戸時代（1603-1868年）までの，和本の数は約45万点に上り，そのうち江戸時代に成

立したものは90％を占めるという（残りの10％が古代から中世まで）．これはとても個人の力で網羅できる

ものではない．あくまで本稿執筆時点のものであることをあらかじめお断りしておく．

使用した資料について

資料は国立国会図書館・国立公文書館・東京国立博物館所蔵のデジタルアーカイブを使用した．それ

ぞれの機関のWebサイト上で公開されているものである．ブラウザ画面で見る影印には書物の所有者の

ものとされる書き入れが視認できるものがあり，それが貴重な情報を含んでいる事例もあった．参照先を

付したので詳細は各資料を参観されたい．

江戸時代後期のクサガメ情報の集成結果

江戸時代後期のクサガメ情報を集成したものが表１および図１である．推定される生息地は江戸・紀伊・

近江・京・備後福山・筑前・筑後・豊後森だった．現在の都府県に置き換えれば東京・和歌山・三重・滋賀・

京都・広島・福岡・大分に相当する（なお，図１中の○印は目安として現在の都府県域内に置いたものであ

る．具体的な生息地域を示したものではないことを留意いただきたい）．

矢部（2002）が指摘する腹甲全体が黒く甲板境界の白い部分が狭い，いわゆる日本・朝鮮半島産タイプ

であることが判読できたのは江戸と備後福山のものだった．栗本丹洲（1756-1834）が描いた江戸城桜田

外捕獲個体写生画（1824年作）は一見して明らかである．また，備後福山（現在の広島県福山市を中心と

する地域）では当時その臭気からクソカメと呼ばれていたこともわかった．このことは和名クサガメとの関

連を窺わせる．

小野蘭山（1729-1810）の本草綱目啓蒙（小野，1805）に記述されている筑前・筑後，さらには小野の門

人だった村松標左衛門（1762-1841）が自らの所有本（本草綱目啓蒙）に朱筆で書き入れした京・近江のも

のは「黄色」とあることから，矢部（2002）が指摘する中国産タイプと判断した．琵琶湖の魚介類を記録した

渡邉奎輔（1781-1832）の淡海魚譜（渡邉，江戸後期）も「黄色」と記述されている．栗本による豊後森産個

体写生画（制作年不詳）は黄色い腹甲に黒い斑紋が入っている様子が観取できる．

紀伊では広く領内の各郡に生息していると記述されているが，腹甲についての描写は無かった．
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表１．江戸時代後期のクサガメ情報を集成したもの

図１．江戸時代後期の文献から推定されるクサガメ生息地（現・都府県に○印したもの）
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考察

集成した資料は当時の自然科学者（本草家や医師）や海外文献（漢籍）に通じた知識層の手による一次

史料であり，確度の高いものと判断してよいだろう．しかし，そうでありながらも資料から得られた情報は断

片的であり，生息数や地域の詳細など多くは不明である．ただ，点在とはいえ生息場所は九州北部・山

陽・近畿・東京と広い範囲で認められた．また，腹甲の外見も既に２タイプが存在していた．

中国の最も古い薬物学書とされる神農本草経（作者不詳, １～２世紀頃成立）では亀甲は上薬（養命

薬．毒性がない）・中薬（養性薬．使い方次第で無毒にも有毒にもなる）・下薬（治病薬．有毒）の３分類のう

ち上薬に数えられている．漢方の伝来は朝鮮半島経由で我が国には５～６世紀頃に伝わった（小曾戸,

2014）．生薬名でクサガメの腹甲を亀板といい，栗本が描いた中国産個体写生画（制作年不詳）では甲羅

だけでなく生体も舶来していたことが判読できる（後藤，2016）．これらのことからクサガメが朝鮮半島や中

国大陸から舶来する要因は古代から連続して潜在していたことが推察される．表１に示したクサガメ生息

地の起源や経緯は多元多層的である可能性も考えられるだろう．

なお，近年のクサガメ分布状況（例えば日本自然保護協会，2014）は江戸時代後期の諸相とは大きくか

け離れている．19世紀初頭から21世紀初頭にかけてのおよそ200年のうち，特に前世紀である20世紀に

行われていた飼養目的の輸入や養殖などの経済活動，そこから派生したであろう逸走や放逐，飼育者に

よる遺棄の影響を改めて検証することが求められる．
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